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「小児外科」第５７巻第 8号（２０２５年 8月号）
特集　小児外科疾患の発生を考える
鰓弓（咽頭弓）異常症（正中頸囊胞， 
梨状窩瘻孔，側頸瘻など） 三 好 直 人
先天性気管狭窄（先天性心疾患に合併）， 
喉頭閉鎖  辻 　 恵 未
喉頭気管食道裂  福 本 弘 二
先天性囊胞性肺疾患  松岡健太郎
先天性横隔膜ヘルニア  照 井 慶 太
先天性食道閉鎖症・狭窄症  渕 本 康 史
天性十二指腸閉鎖症・狭窄症， 
先天性小腸閉鎖症・狭窄症  牧 田 　 智
腸回転異常症  伊 勢 一 哉
卵黄腸管遺残・尿膜管遺残  渡 邉 佳 子
Hirschsprung病  宮 野 　 剛
鎖肛・総排泄腔異常  下 島 直 樹
総排泄腔外反  川 竜 元 良
胆道閉鎖症  佐々木英之
膵・胆管合流異常（先天性胆道拡張症）の 
発生を考える  福 澤 宏 明
膵管癒合不全  神 澤 輝 実
先天性門脈欠損症・先天性門脈体循環短絡症 

 工藤豊一郎 
腹壁破裂・臍帯ヘルニア  永 田 公 二
鼠径ヘルニア・陰囊水腫（Nuck水腫）・ 
停留精巣  平 林 　 健
神経芽腫  文 野 誠 久
肝芽腫  渡邉健一郎
腎芽腫  山 岡 　 敏
リンパ管奇形  藤 野 明 浩
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◇あとがき◇
　自分の趣味を啓発してくれる本に出会う幸せ
を感じている。
　中野京子さんの「怖い絵シリーズ」とその派
生本は“絵を読む”という著者の言葉通り，私
にとっては絵画の鑑賞法を根本から覆す傑作で
ある。一気に 10冊以上読破した。これらの本に
出会ってからは絵画を見る，イコール絵画の背
景を知る，に変わった。ギリシャ神話，キリス
トの物語，中世ヨーロッパ社会の恐怖，などこ
れまであまり詳しくなかった多くの世界を教え
てくれた。昔高校生の時に学んだ世界史はいっ
たい何だったのか，と改めて考えてしまう。当
時学んだことは生き生きとした昔人の道程では
なかったような気がする。一方で，歴史を学ぶ
ことは，人類の葛藤の歩みを知ることだが，高
校生にはそれを身に染みて理解することは難し
いだろうとも考える。歴史を学ぶには年を重ね
る必要がある。
　永井紗耶子さんの小説も面白い。時代小説，
というジャンルなのだろうが，新田次郎文学
賞，直木三十五賞，山本周五郎賞などの賞を総
なめにしている気鋭の作家である。歌舞伎や江
戸時代が好きな私には素直に溶け込める世界で
あった。『商う狼　江戸商人　杉本茂十郎』の江
戸時代の商人の活躍を江戸幕府の堕落と重ね合
わせる内容は，やはり私の好きな池波正太郎の
小説に相通じるものが感じられ一気に読み通し
てしまった。『木挽町のあだ討ち』もお勧め。江
戸時代って本当に奥が深い。
　さて，今号は女性生殖器・会陰部疾患の特集
である。小児外科医として知っておくべき少し
特殊な分野の特集として参考になれば幸いであ
る。
　今回貴重な論文を御執筆いただいた先生方に
この場をお借りしてお礼申し上げます。

 （金森　豊）
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